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日本語 自動詞文､他動詞文における
動詞 と名詞項 との関わりの問題
淡江大学講師
本文では､ 自動詞文､他動詞文の主要な構成要素である述語動詞 といわゆる主語の位置
に立つ語､及び 目的語 といわれてきている語の三要素の関わ りをみてい く｡論を進めるに
あたって､述語動詞 を除く､二つの要素を便宜上名詞項 と呼ぶ こ ととす る｡
日本語の自動詞文､他動詞文における､動詞 と名詞項の組み合せ には､動詞の性質や名
詞項の性質の違いによって､中国語話者にはなじまないものがある｡
動詞 と名詞項 との関わ りを分析 してい くにあたって､まず､自動詞､他動詞に必要な名
詞項を下のよ うに表 してみる｡
名詞 と動詞の組み合せ
自動詞文 他動詞
文主語 有生物 無生物 有生物
無生物目的語 碑 琵淵 有生物 無生物 有生物 無生
物A B C D E F上表か ら各々の名詞項 との組み合せは次のよ うにリス トアッ
プできる｡自動詞文 :A 有生物主語
+自動詞B 無生物主語他動詞文 :C有 有生物 目的語+他動詞
D 有生物主語+無生物 目的語+他動詞
E 無生物主語ヰ 有生物 目的語+他動詞
F 無生物主語十無生物 目的語+他動詞さらに､それぞれの 自動詞､他動詞は
､単に主語の動作､行為或いは蕗用､変化であるとか､その動作､行為などが､他に影響
を及ぼす とい うことだけではなく､その主語の性質の違いによって､主語が どのように変
化するか､主語の変化によって､ 目的語がどのように影響を受けるかは､極めて重要な問
題である｡この点については､従来あま り詳細に分析がなされてきていないが､ここでは､その分析を進
動詞文､他動詞文を類分け し､それぞれ個別に検討を進めていく｡
=)自動詞文
A 有生物主語+自動詞 (以下有生物主語を有生主語 と称す)
B 無生物主語+自動詞 (以下無生物主語を無生主語 と称す)
自動詞文は､それに用いられる述語動詞の表す動作､行為或いは作用､変化によって､主
語そのものが変化を受けるが､その変化を､次のように分類 した｡
A 有生主語の変化 勤詞
例(a) 状態変化 然る､騒 ぐ泣 く迷 う
､怒 る(a) 空間変化 倒れる､落
ちる､飛ぶ､自力 集ま起
きる､入る､出 B 無
生主語の変化 勤詞例一日 状態
壊れる､破開 く､乾川 空間変化 自
力 倒港
飛れる､ちぶlー▲二㌢:.. .:i-l.1▼小◆∫→■′ :,Jut,=';.:舘 膏,A.､JrLl'叫:芋.':.､-.I･.I;1-～.;- .rt7.,r き ;木 予I,〟;∫:{:.
る .潮 澤また､これ らの組み合せに
よる表現には､以下のようなものが挙げられる｡(a)有生主語の状態変化を
表す 自動詞文0いつもお しゃべ りのあの人が今 日は黙っていてなにも言わないO(1
)○運動場で子供達が騒いでいる｡
○いつまでも泣いていないでお然 りなさい｡どの辞書を買
お うか迷いましたoO田中さんがあまりひ ど ことを言ったので､私は怒って
しまった｡(a)類の自動詞文は､主語である動作主そのものにお
ける状態の変化を表す｡(日無生主語の状態変化を表す 自動詞文○あの時計が壊
れたO(1)例文の頭につ
○紙が破れたo
O窓が開いたo
Oタオルが乾いたb
(日額の自動詞文は､主語そのものの本体における性質､状態 の変化を表すO
(a)有生主語の空間変化を表す 自動詞文
0山田さんは急 に.気持ちが悪 くなって倒れた｡
○気 をつけない と､崖の上か ら落ちるよ｡
○皆は明 日午前八時に､東京駅南 口に集 まる｡
○冬は朝早 く起 きるのはつ らい｡
○ どうぞ､おはい りくださいo
O庭に旦工､朝の散歩をす るo
H の有生物が主語になる文は.､有生物そのものにおける､いわば自力による空間変化
である｡
(a)無生主語の空間変化を表す 自動詞文
(自力の場合)
○電柱が倒れた｡
○石が落ちた｡
○風が強いので､窓を開けると餌が農道 p
(他力の場合)
△切手がたくさん集まった ｡ (2)
△一昨 日の風で倒れた電柱がいつのまにか起きている｡
△このスーツケースには洋服が入っている｡
△今 日のパーティではごちそ うがた くさん地
目)の無生物が主語になる文は､無生物そのものが､外からのカ な しに､自らその動作､
行為を行 うとい うこと枚､論理的に性成 り立たない｡ しか し､Oの文において､問題 とさ
れるのは動作､行為 をさせたものが存在す るか､ しないかではな く､動作を行 うのは､無
生物そのものであって､自らによる空間的な変化である｡そ して､上のOの文 と比較すれ
ば明 らかであるよ うに､△の文の動作行為が行われるプロセスは､外からの力に頼 らなけ
(2)例文の頭に付けている△印は中国語話者にはなじまない日本語文O (以下同)
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ればな らない｡この表現における目的語はこのような性質を持 ってお り､従 って､この空
間的変化は､他力による空間の変化であるb (3)
桝 他動詞文
(》有生物が主語である他動詞文
C 有生主語+有生物 目的語+他動詞 (以下有生物 目的語を有生 目的語 と称す)
D 有生主語+無生物 目的語 +他動詞 (以下無生物 目的語 を無生 目的語 と称す)
主語である動作主は､動作､行為或いは作用､変化の主体であるが､その主語 自身におけ
る状態変化が 目的語-及ぶ影響は､次のように分類できよう｡
C 有生主語の変化 有生目的語-の影響 動
詞例(a) 状態変化 無変化 見る､捜
す､誉める(C) 状態琴氏 他力 殺
す ､守る負かす･i_､1;._,.;､:.;J.:;-､立て●-:.pt. 日.Jモー̀lN.:lt.;I.
I.Iー-.Ee1
空 間変化 他力 返す､入れる､上げI.I1.㌔.I
pトミ I.%,.E.;■モ約一:.暮!,:.hlr.zJ.;yLl:-払な:.ち.Y:l粥,.:i,～.:4.盗塁霊を還
D 有生 .無生 動詞例主語 目的語
の変化 -の影響(h)
状態変化 無変化 見る､
探す､好む川 状態変化
折る､破他力 壊す曲げる､切(H 空
間変化 返す､入れる､他力 置く飛ばす上げまた､それ らの組
み合せによる表現には､以下のようなものが挙げられる｡(3)中国語の口語には
､無生主語が他力による空間変化を表す 自動詞文 と思われるような表現､例えば 【
批子好餓去著者噂等率7没 ?】 (お腹がすいたな､卿 ､るかどうか､見て くれ｡)､
【老板､卿 許容収｡】 (社長､呼物力亨彬 お受け放りください｡)などがあるが これ ら
の表現は､それぞれ 【便 当選塵ヱ】 (お弁当を送ってきた.)
(a)有生 目的語の無変化を表す他動詞文
〇人をじろ じろ星旦のは失礼です｡
○皆で捜せば､子供はす ぐ見つかるだろう｡
○先生があの学生を誉めた｡
(h)無生 目的語の無変化を表す他動詞文
○この景色を畳互 と故姉が思い出 され るo
O彼はアパー トを捜 しているO
○彼は ワイ ンは好むが､ ウイスキーは好まないo
hHh)類の他動詞文は､主語の意志や状態の変化によって､目的語であるものは完全に､
動作､行為を受 ける立場に立つのだが､ 目的語であるものには影響が及ばない｡
tc)有生 目的語の状態変化を表す他動詞文
(他力の場合)
○誤って､人 を殺 した｡
○悪い人に狙われています｡ どうか私を守ってください｡
〇一度ひ どく負かせば､もうやろ うとは言 うまい｡
(自力の場合)
△子守歌を唄って､赤ん坊を寝か した｡
△昔はよくい じめて､泣かしたもんだ｡
△サンタクロースがやってきて､子供達をたい-ん喜ば したo
H 類の他動詞文は､主語の状態の変化によって､目的語である有生物が､完全に､動
作､行為を受ける立場に立つ｡そして､その動作､行為によって､目的語に状態変化の影
響 を及ぼ している｡ しか し､0文の 目的語における状態変化のプ ロセスは､すべて他力に
よる変化であるO一方､△文の目的語における状態変化は､他力 (動作主か ら)を受けて
はいるものの､r寝るJ､｢泣 く｣､r喜ぶ｣とい う状態に変化 したのは､目的語であるもの 自
らの動作､行為によるものである｡
(a)無生 目的語の状態変化を表す他動詞文
○手紙を三つに折って封筒に入れましたo
O子供がいたず らを して､障子を破った｡
○茶わんをゆかに落 としてこわ した｡
○針金を曲げる｡
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〇一枚の紙をはさみで二枚に切った｡
川 類の他動詞文は､主語の状態の変化によって､ 目的語である無生物が完全に動作､行
為を受ける立場に立つ｡ しかも目的語である無生物にも状態変化 の影響が及ぶ｡
te)有生 目的語の空間変化を表す他動詞文
(他力の場合)
○彼は小犬を飼 い主のもとへ墓地
○彼は鳥をかごのなかに入れた｡
0小犬を二階のベランダに上げなさいo
O養子を実の母親のもとi芋茎泌
○犯人を牢屋に入れたo
O重病の病人をベ ッドに上げた｡
(自力の場合)
△彼は妹を国-かえした B
△彼は息子を大学に入れたO
△天気のよい 日は､いつも鳩 を飛ばす｡
△事件が起きると､デスクは記者を飛ばした｡
△彼はお客を座敷に上げたo
fe)の文は､有生物である主語の状態変化によって､有生物である目的語に空間の変化を
もたらす表現である｡ しかし､○文の目的語における空間変化のプロセスは､すべて他力
による変化である｡つまり､目的語であるものには､動作､行為 をする能力や条件が備わ
らないもので､他力に与る空間変化である｡△文の 目的語における空間変化は､他力 (動
作主か ら)を受けてはいるものの､空間的に変化をするのは､自らの動作､行為によって
である｡
川 無生 目的語 の空間変化を表す他動詞文
○彼は本を図書館に返 した.
o彼は靴を下駄藤に辿
〇本を机の うえに置いてくださいo
O少年が模型飛行機を飛ばした｡
○この荷物を棚 に上げてくださいo
f日の文は､有生物である主語の状態の変化によって､無生物である目的語に空間の変化
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をもた らす｡
(診無生物が主語である他動詞文
E 無生主語+有生 目的語+他動詞
F 無生主語+無生 目的語+他動詞
E 有生物 目的語の他動詞文
○この歌が私を慰めてくれるO
○お酒が彼 を滅ぼ した｡
○昔の恋人の持 ち物が田中さんをよく泣かす｡
○この薬があの病人を生か した｡
○あの歌手の リサイタルはおおぜいの観客を集めた｡
○この堤防がわれわれを水害から守ってくれる｡
○ このカメラは彼女をよく映,Lている｡
F 無生物 目的語の他動詞文
○太陽が雪を溶かす｡
○地熱が卵を旦土 旦 o
O泥が靴を汚 した｡
論理的に考えれば､無生物そのものが､ 自ら動作を行った り､作用をす るということは
あ りえないが､ しか し､ E､ Fの無生物の主語には､そのもの 自体は無生物であっても､
目的語である有生物に､生理的､心理的状態に､或いは 目的語の無生物の状態に､十分影
響が与えられ るよ うな状態 (つまり､行為､作用などを行 うよ うな動作主 として考えても
無琴のないよ うな性質)が備わっておれば文 として成 り立つ表現である｡
中国語話者 にみ られる使用償向
述語動詞 と名詞項 との関わ りによって､分類 してきた以上の表現には､中国語話者にと
ってその うちのい くつかの表現はその使い分けの上で､中国語表現における認識あるいは
発想の転換 を強い られることとなるものがあるO
以上の分析の結果か ら､それをまとめると次のよぅに言えよ う｡
日) P 276 の△文で明 らかであるように､中国語話者には､無生主語の自動詞文におい
て､主語が他力によって空間変化する表現はなじまず､r集 まる｣､r起 きる｣､r入るJ､r出
る｣は有生主語そのものの動作､行為と認識する｡
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(2) P 278 及 びP 279 の△文で明 らかであるように､有生物 である主語が有生物であ
る目的語に作用を及ぼ し､その結果､ 目的語である有生物が 自力によって状態の変化を
した り空間的な変化を した りする表現は中国語話者 にはな じまず､目的語が動作､行為
などを受ける使役表現或いは､目的語が動作､行為などを自ら行 う自助表現 と認識する｡
以下､これ について､具体的にみていく｡
川 無生物である主語の他力によって空間変化をする自動詞文
日本語におけるこの類の表現は､中国語においては､それぞれ ､次のように状態表現､
他動表現､受け身表現 とする傾向が見 られる｡
①状態表現
中国語の表現形式
【無生主語+状態変化を表す 自動詞】
【状態変化を表す 自動詞+無生主語】
②他動表現
中国語の表現形式
【有生主語 +処置助詞+無生 目的語+空間変化を表す他動詞】
【(有生主語)+空間変化を表す他動詞十無生 目的語】
(診受け身表現
中国語の表現形式
【無生主語 +受け身助詞十 (有生動作主)+空間変化を表す他動詞】
【受け身助詞+ (有生動作主)+空間変化を表す他動詞+無生 目的語 】
中国語の表現形式における下線部分は､ここで問題 としている 日本語表現における無生
主語 にあたるものである｡
中国語の無生主語が 自力によって､空間変化を表す 自動詞文は､ 日本語の場合と同 じ認
識に立った表現形式をとる(4) (P276･に挙例)が､無生主語が他力で空間変化を表す 自
動詞文は このよ うに日本語の場合 とは認識 を異にした表現形式 を とる｡
中国語にお ける表現形式の具体例は､次のようである｡
①状態表現
(4) 無生主語が 自力によって､空間変化を表す 自動詞文は､日本語 と中国語は同 じ認識に立
った表現形式を取 り､ r無生主語+空間変化を表す 自動詞Jで表 される｡
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△切手がた くさん集まった｡
-○切手がたくさんある｡
【有徴多郵票｡】
△昨 日の風で倒れた電柱 がいつのまにか起きている｡
-○昨 日の風で倒れた電柱がいつの盲目こか (あそこに)立っている9
【昨天被風吹例的電線樟什磨時候巳姦立在那児了｡】
△このスーツケースには洋雁がたくさん入 っている0
-0このス-ツケースの中には洋服がたくさん姐
【這個皮箱裏有徳多衣服｡】
△今 日のパーティではごちそ うがたくさん出たO
-○今 日のパーティで紘ごちそ うがた くさんあった.
【今天的餐会上有根多好吃的菜 ｡ _ 】
②他動表現
△切手がた くさん集まった｡
一〇私は切手をたくさん集めた｡
【我収集 7枚多郵票O】
△昨 日の風で倒れた電柱がいつのまにか起きている｡
-○だれかが､昨 日の風で倒れた電柱を立てたO
【有人把昨天被風吹例的電線梓立起来了｡】
△このスーツケースには洋服がた くさん入っている｡
一〇このス二一ツケースの中には洋服が入れである
【逼個皮箱裏装7枚多衣服｡】
△今 日のパーティではごちそ うがた くさん出たO
一〇今 日のパーティで抹 (ご主人が) ごちそ うをたくさん些姐
【今天的餐会上､主人提供了徽多好吃的菜｡】
③受 け身表現
中国語では無生物の主語が強調 される場合､受け身表現を使 うことが多い｡
△香港では珍 しい切手がた くさん集まったO
-○香港では珍 しい切手がたくさん集 められた｡
【特殊的郵震､在香港被収集了彼多O】
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△昨 日の風で倒れた電柱がいつのまにか重きている0
-0昨 日の風で倒れた電柱がいつのまにか立てられているO
【昨天被風吹僻的電線梓什磨時候披立起来了｡I
△ この小 さいスーツケースには洋服がぎっ しり入っている｡
-○このスーツケースの中には洋服がぎっ しり冬塾きれている.
【這個小皮希裏被塞了彼多衣服｡】
△今 日のパーテ ィでは私の大好物の北京ダックが姐
一〇今 日のパーティでは私の大好物の北京ダックが出されたO
【今天的餐会上､我最愛吃的北京鳴披端出来 丁｡】
無生物が他力で空間変化を表す表現において､中国語話者の上の三つの使用傾向 (状態
表現､他動表現､受け身表現)から､次のよ うなことが分かる｡
1 ①の状態表現では､日本語表現でかな り重要な要素である無生物の空間的移動性が完
全に無視 され ていて､空間的移動の鹿央により､ ものが存在す るとい う状態性が強め
られている｡
2 ② と③の他動表現 と受け身表現では､逆に､無生物の空間的変化が動作主の動作､行
為によって､成立することが強められ､ 日本語の 自動表現にみえる状態性が弱められ
ている｡
3 中国語において､無生物が他力で空間変化を表す事態は､動作主な しに表現すること
ができない｡
(2)有生物である 目的語が自力によって状態変化､空間変化をす る他動詞文
中国語話者には､ 日本語におけるこの類の表現は､それぞれ､次のよ うに 自動表現､使
役表現 とする頗向が見 られ右｡
① 自動表現
中国語の表現形式
【互生主星 +自動詞】
◎使役表現
中国語の表現形式
【有生主語 +使役他動詞(5) +有生日的欝 +変化を表す 自動詞】
(5)使役他動詞 :中国語のこの類の動詞､例えば､ 【喚】 【惹】 【命令】 【放】などは日本
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【有生主語+使役助詞+有生 目的語+変化を表す 自動詞】
中国語の表現形式における下線部分は､ここで問質 としている日本語表現における有生
目的語にあたるもの｡
中国語の有生 目的語が他力によって､状態､空間変化を表す他動詞文は､ 日本語の場合
と同 じ認識に立った表現形式をとる(6)が､目的語が 自力で､状態､空間変化を表す他動詞
文は このよ うに 日本語 の場合 とは認識を異にした表現形式 をとる｡
中国語における表現形式の具体例は次のよ うである｡
① 自数表現
△子守歌を唄って､赤ん坊を寝か した0
-0子守歌を唄って､赤ん坊は窒窒♪
【唱着揺藍曲､孫子睡着了｡】
△昔はよくいじめて､泣かしたもんだ0
-0昔はよくい じめて､ (あの子が)泣いた｡
【以前､常常欺負他､他就笑｡】
△サンタクp-スがやってきて､子供達をたい-ん喜ば した｡
一〇サンタクロ-スがやってきて､子供達がたい-ん喜んだO
【聖誕老人来了､孫子m好高輿｡i
△彼は妹を国へかえ した｡
-○ (彼の命令､･･で､)妹は国へかえった｡
【因他的命令他妹妹回国了O】
△彼は息子を大学に基j裏
一〇息子は大学 に入った｡
語の状態､空間変化を表す他動詞の性質とは異な り､主語そのものにおける状態変化で
あって､ 目的語 に及ぼす状態､空間変化は表せない｡
(6) 有生 目的語が他力によって､状態､空間変化を表す他動詞文は､日本語 と中国語は同 じ
認識に立った表現形式を取 り､日本語では､ r有生主語+有生 目的語 +状億､空間変化
を表す他動詞j ､中国語では､ 【有生主語+状態､空間変化を表す他動詞+有生 目的語】
又は､ 【有生主語+処置助詞十有生目的語+状態､空間変化 を表わす他動詞】で表 され
るO
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【児子上大学了｡】
△事件が起きると､デスクはあの記者を現場は飛ば した｡
→○事件が起きると､ (デスクの命令で)､あの記者は現場-丑姐
【発生了案件､由於長官的命令､部位記者急往肇事現場去了｡】
△彼はお客を座敷に上げた｡
一〇 (彼の案内で)､お客は座敷に上がったa
【由他由帯解､客人到了接待室｡】
◎使役表現
△子守歌を唄って､赤ん坊を寝か した｡
一〇子守歌を唄って､赤ん坊を寝 させた｡
【唱着揺藍曲､吠核子睦了｡】
【喝着揺藍曲､譲孫子睡了｡】
△昔はよくいじめて､あの子を泣かしたもんだ｡
一〇昔はよくい じめて､あの子を泣かせたO
【以前常常欺負他意他笑｡】
△サンタクロースがやってきて､子供達をたい-ん喜ば した｡
-○サンタクロースがやってきて､子供達をたい-ん喜ばせた｡
【空挺老人来了､他譲該子m好高興｡】
△彼は妹を国-かえした｡
→○彼は妹を国-かえらせた｡
【他命令他妹妹回国｡】
【他叫他妹妹回国O】
△彼は息子を大学に入れた｡
→ O殻は息子を大学に人 らせた｡
【他譲他児子上大学｡】
△天気のよい日は､いつも､鳩を盈逆生p
-○天気のよい 日は､いつも､鳩を飛ばせるO
【天気好的 日子､常常放鎮子飛｡】
【天気好的 日子､常常譲鎮子飛｡】
△事件が起きると､デスクは記者を現場-飛ばした｡
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一〇事件が起きると､デスクは記者を現場-走らせた｡
【発生了案件､報杜長官派記者雀肇事現場去｡】
【発生了案件､報社長官譲記者往肇事現場去｡】
△彼はお客を座敷に上げた ｡
一〇彼はお客を座敷に上が らせた｡
【他帯客人到接待室去了｡】
【他読客人到接待室去了｡】
中国語話者の､有生目的語が 自力で状態変化､空間変化をす る他動詞表現における､上
記二つの使用僚向 く自動表現,使役表現)か ら､次のようなこ とが分かる｡
ユ ①の中国語話者にみ られるこの場合の自動表現は､ここで問題 となっている文の有生
動作主が､直接に有生 目的語に動作､行為の働きかけをす る他動性が無祝 され､単な
る二つの因果関係 を表す単文のつなが りの表現 とす ること｡
2 中国語話者にみ られるこの場合の⑳使役表現では､使役 を表す要秦 (～サセル)を自
動詞に付 け加 え､ 目的語 自らの動作､行為の上に､動作主の使役性が加わった表現 と
す ること｡
3 日本語における有生 目的語が 自らで状態変化､空間変化を表す他動詞表現は中国語で
は､有生 目的語の自動性が､強調 される表現にす ること｡
なお､中国語話者にとって､あま り違和感を感じない○印の文の表現 と､それに相当す
る中国語の表現を､参考 として下に挙げてお く0
日)自動詞文
(a)有生物が主語である状態変化を表す 自動詞文
【有生主語+形容詞】
【有生主語+状態を表す 自動詞】
○いっ もお しゃべ りのあの人が今 日は黙っていて何 も言わない｡
【一直農牧愛説話的人､今天安安静静的不説一句話O】
○運動場で子供達が騒いでいる｡
【運動場上､該子偶在嘘閏O】
○いつまで も泣いていないでお然 りなさい｡
【不要老是巽個不侍､安静下来O】
○ どの辞書を買お うか迷いま した.
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【買那本辞典好 ?猶綾不定｡I
○田中さんがあまりひ どいことを言ったので､私は盈ヱエ しまった｡
【田中先生説了太過分的話､我生気了｡】
fb)無生物が主語である状態変化を表す 自動詞文
【無生主語+形容詞】
【無生主語+状態を表す 自動詞】
○あの時計が壊れた｡
【那個鐘壊了O】
○紙が破れたO
【紙破了｡】
○窓が開いたO
【忠子閑了｡】
○タオルが乾いた｡
[毛巾乾70】
le)有生物が主語である空間変化を表す 自動詞文
【有生主語+空間変化を表す 自動詞】
○ 山田さんは急に気持ちが悪くなって倒れたQ
【田中先生突然同感到不適､倒了下去o】
0 気を付けないと､崖の上から落ちるよ｡
【不小心､会従懸崖上梓下去｡】
○ 赤ちゃんが生まれた知 らせを聞いて､病院-飛んでいった｡
【一接到孫子出生的消息､就急忙往医院去了｡】
○皆は明 日午前八時に､東京駅南口に象姐
【明天上午八点､大家在東京車鞍南口集合｡】
○冬は朝早 く起きるのはつ らい｡
【冬天的早上､早起是根辛苦的事｡】
○ どうぞ､おはい りください｡
【論進｡】
○庭に蓮エ ､朝の散歩をする｡
【一大早到廃院去散歩｡】
128.71
川 無生物が主語である空間変化を表す 自動詞文
(主語 の 自力による変化)
【無生主語+空間変化を表す 自動詞】
○電柱が倒れた｡
【電線梓倒丁｡】
○石が落ちたO
【石頭韓下去了.】
○風が強いので､窓を開けると新が弘
【外面風大､-打開窓､戟就飛了起来O】
(主語の他力 による変化)
△切手がた くさん集まったO
△昨 日の風で倒れた電柱がいつのまにか起 きている｡
△このスー ツケースには洋服が入っているb
△今 日のパーティではごちそ うがたくさん姐
(2)他動詞文
Q)有生物が主語である他動詞文
(a)有生物が 目的語である無変化を表す他動詞文
【(有生主語)+目的語に無変化を表す他動詞+有生 目的語】
〇人を じろ じろ星旦 のは失礼です｡
【老対着入着､是不礼象的｡】
○皆で捜せ ば､子供はす ぐ見つかるだろ う｡
【大家-起枕的話､該子大概馬上就能故到｡】
○先生があの学生を誉めた｡
【老師讃美了那個学生o】
(い無生物が 目的語の無変化を表わす他動詞文
【(有生主語)+目的語に無変化を表わす他動詞+無生 目的語】
○この景色を畳屋_と故郷が思い出され る｡
【看到這個景色､就想起了故郷｡】
○彼はアパー トを探 している｡
【他在枕房子｡】
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○彼はワインは好むが､ ウイスキーは好まない｡
【他暮秋葡萄酒､不審歓威士忌｡】
(C)有生物が 目的語の状態変化を表わす他動詞文
(目的語以外の力による変化)
【(有生主語)+状態変化を表わす他動詞+有生目的語】
○誤って､人を殺 した｡
(誤殺7人｡】
○悪い人に狙われています｡ どうか私を守ってください｡
【有壊人企図要傷害我｡給保護我C】
〇一度ひ どく負かせば､もうやろ うとは言 うまい｡.
【一次狙狙地打敗他､以後就不敢説還要再来了｡】
(目的語の 自力による変化)
△子守歌を唄って､赤ん坊を寝かすo
△昔はよくい じめて､泣か したもんだ.-
△サンタクロースがやってきて､子供達をたい-ん喜ば したO
川 無生物が 目的語である状態変化を表わす他動詞文
【(有生主語)+状態変化を表わす他動詞+無生 目的語】
【(有生主語)+処置助詞+無生 目的語+状態変化を表 わす他動詞】
○手紙を三つに折って封筒に入れました｡
【把倍紙折戚三折､装逓信封裏｡】
○子供がいたず らをして､障子を破った｡
【小核予審作劇､弄破了紋門｡】
EJJ､核子悪作劇､把総門弄破了｡】
○茶わんをゆかに落 として こわした｡
【把碗棒到地上､弄破了｡】
○針金を曲げるO
【把鉄線弄轡｡】
〇一枚の親 をはさみで二枚に切った｡
【把-張紋､用葬刀 勢威両半 ｡】
(¢)有生物が 目的語である空間変化を表わす他動詞文
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(目的語の以外の力 (他力)による変化)
【(有生主語)+処置助詞+有生 目的語+空間変化を表 わす他動詞】
○彼は小犬を飼い主のもと-返 した｡
【他把J､狗還給電主人了 D】
○彼は鳥をか ごのなかに入れたO
【他把鳥放進級裏去Toi
○小犬を二階のベランダに上げなさい｡
【把小狗抱到二桂的陽台上去O】
○ 養子を実の母親のもとに返 した｡
【把養子還給了親生的母親｡】
○ 犯人を牢屋 に入れた｡
【把犯人関到牢房真義了｡】
○ 重病の病人をベッドにあげた｡
【把重病病人姶到床上O】
(目的語 自力による変化)
△彼は妹を国-かえしたO
△彼は息子を大学に入れた｡
△天気のよい 日は､いつ も鳩を飛ばすO
△事件が起きると､デスクは記者を飛ば した ｡
△彼はお客を座敷に上げた｡
川 無生物の 目的語である空間･変化を表わす他動詞文
【(有生主語)+処置助詞+無生 目的語+空間変化を表 わす他動詞】
○彼は本を図番館に返 したC
【他把書還回図書館70】
〇枚は靴 を下駄箱に入れたO
【他把粒子放進範頼裏C】
〇本を机の うえに置いてくださいo
【請把普及在樽子上｡】
○少年が模型飛行機を飛ば した｡
【少年把模型飛機飛起来70】
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○この荷物を棚 に上げてください｡
【請把這個行李放到架子上去｡】
◎無生物が主語である他動詞文
(a)有生物が 目的語である他動詞文
【無生主語+他動詞+有生 目的語】
【無生主語+処置助詞+有生 目的語+他動詞】
○この歌が私 を慰 めてくれる｡
【這首歌根能安慰人OI
○お酒が彼 を滅ぼ したO
【是清穀了他O】
○昔の恋人の持 ち物が田中さんをよく泣かす｡
【以前的恋人所宮下束的東西常常引起田中先生捲涙｡】
○この薬があの病人を生か した｡
【是這個英治好了那個病人｡】
○あの歌手の リサイタルがおおぜいの観客を集めたO
【那位歌手的演唱会吸引了許多的観衆｡】
○この堤防がわれわれを水害か ら守って くれるO
【這座堤防保護我邪免於水害B】
○このカメラは彼女をよく映 している｡
【這架相機把他照特徴好｡】
(h)無生物が 目的語である他動詞文
【無生主語+他動詞十無生 目的語】
【無生主語+処置助詞+無生 目的語+他動詞】
○太陽が雪を溶かす｡
【太陽把雪融化了 ｡ I
【太陽激化了雪｡】
○地熱が卵をゆでる .
【地熱把蛋煮熟｡】
○泥が靴 を汚 した｡
【泥巴姶汚了粒子｡】
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